
6

西
宮
下
三
丁
目
の
指
定
校
を

南
中
学
校
に
変
更

学
務
課　

７
７
５
―９
６
０
４

　

７
７
５
―５
６
３
３

　
通
学
す
る
生
徒
の
よ
り
一
層
の
安
全
の

た
め
、
１
月
１
日（
祝
）か
ら
、
西
宮
下
三

丁
目
の
指
定
校
を
従
来
の﹁
上
尾
中
学
校
﹂

か
ら﹁
南
中
学
校
﹂に
変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
鴨
川
小
学
校
の
学
区
全

域
は
南
中
学
校
が
指
定
校
に
な
り
、
西
宮

下
三
丁
目
に
在
住
の
生
徒
は
Ｊ
Ｒ
高
崎
線

を
横
断
せ
ず
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

※
小
学
校
の
指
定
校
は﹁
鴨
川
小
学
校
﹂

で
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
当
該
地
区
の
児
童
・
生
徒
の
就
学
に
関

す
る
相
談
は
学
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

大
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成

東
保
健
セ
ン
タ
ー　

７
７
４
―１
４
１
４

　

７
７
４
―８
１
８
８

　
昨
年
か
ら
成
人
男
性
を
中
心
に
風
し
ん

の
流
行
が
続
い
て
い
ま
す
。
夏
以
降
は
、

り
患
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
免
疫
の

な
い
女
性
が
妊
娠
中（
特
に
妊
娠
初
期
）に

感
染
す
る
と
、
胎
児
が
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
記
録
が
な
い
人
や
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
人
は
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
助
成
対
象
期
間　
３
月
31
日（
月
）接
種

分
ま
で

▼
実
施
場
所　
市
内
実
施
医
療
機
関

▼
対
象　
上
尾
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

◦
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
19

～
49
歳
の
女
性

◦
妊
婦
の
配
偶
者
ま
た
は
胎
児
の
父

●
接
種
の
流
れ

①
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
東
・
西
保
健
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
、
申
請
書
兼
委
任
状

の
交
付
を
受
け
る　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
電
子
申
請
）で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

②
接
種
当
日
、
申
請
書
兼
委
任
状
、
予
診

票
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
が
分
か
る
物（
保

険
証
な
ど
）を
用
意
し
て
、
市
内
実
施
医

療
機
関
へ

③
接
種
後
、
市
の
助
成
額（
３
千
円
）を
差

し
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
で
支
払
う

﹁
上
尾
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）﹂

へ
の
意
見
を
募
集

商
工
課　

７
７
７
―４
４
４
１

　

７
７
５
―５
０
２
４

　
産
業
振
興
に
よ
る
市
内
の
経
済
活
性
化

の
た
め﹁
上
尾
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
﹂を

策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　
１
月
６
日（
月
）～
27
日（
月
）

▼
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所

商
工
課（
上
尾
市
プ
ラ
ザ
22
内
）、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）　
※
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い　
内
容
を
検
討

し
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
参
考
に
す
る　
※

住
所
や
氏
名
な
ど
、
個
人
が
特
定
で
き
る

内
容
を
除
き
、
頂
い
た
意
見
と
市
か
ら
の

回
答
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

▼
提
出
方
法　
意
見
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
直
接
か
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
商
工
課
（
〒
３
６
２
―０

０
４
２
谷
津
２
―１
―50
プ
ラ
ザ
22
内
、

s256000@
city.ageo.lg.jp

）へ

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

自転車のまち
“あげお” スマート・サイクル★フェスタ（仮称）

Ｃ級グルメ出店者を募集します

　市で初めてのサイクルイベント﹁自転車のま
ち“あげお”スマート・サイクル☆フェスタ﹂（仮
称）を開催するにあたり﹁ Cycle ﹂にちなんだ﹁Ｃ
級グルメ﹂を募集します！　上尾発の﹁Ｃ級グル
メ﹂を出店してみませんか。
▶とき　₃月₈日（土）
▶ところ　上尾丸山公園多目的広場
▶募集店数　10組
▶出店規格　₁テント（2.7×3.6㍍）（予定）
▶出店料　５,０００円
▶申し込み　所定の申込用紙
（まちづくり計画課〈市役所₅
階〉にある。市ホームページか
らダウンロードも可）に必要事
項を記入して、₁月31日（金）ま
でに直接またはメールで上尾市
自転車のまちづくり産学官協働
事業実行委員会（まちづくり計
画課内）へ

⇨まちづくり計画課
　（ 775－7629 ・ 77５－9872 ・
　 s351000@city.ageo.lg.jp）

⇨商工課（ 77７－４４４１ ・ 77５－５０２４）

ycle

　平成２５年１１月２３日、文化センター小ホールで、第３０回上尾市技
能功労者表彰式が行われました。職種と被表彰者は以下の１７人で
す（敬称略）。
大工／鈴木清他１人、とび職／串橋貢、左官／荒金春雄、板金工
／中谷住雄、配管工／早田幸雄、電気工事工／遠藤一男、造園職
／橋本壽、髙槗政信、自動車整備・修理工／榎本清、美容師／小
谷野利夫、今盛波子、調理師／野本一夫、金属プレス工／遠山洋司、
精密機械工／野口博、旋盤工／由井清則、着付師／鎌田八惠子

おめでとうございます
平成２５年度技能功労者表彰
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2月8日（土）
　9日（日）

あげお映画祭

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

保
険
年
金
課　

７
７
５
―５
１
３
７

　

７
７
５
―９
８
２
７

　
20
歳
に
な
る
と
会
社
員
や
公
務
員
、
ま

た
は
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の
人
は
、

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）に
加
入
し

ま
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

届
出
書
を
用
意
し
て
、
保
険
年
金
課
年
金

担
当（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）ま
た
は
各

支
所・出
張
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
手
帳

と
納
付
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
は

月
額
１
万
５
、０
４
０
円（
平
成
25
年
度
）

で
す
。
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
制
度
、

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
案
の
縦
覧

ま
ち
づ
く
り
計
画
課　

７
７
５
―７
６
２
９

　

７
７
５
―９
８
７
２

　
都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
内
容　
町
谷
第
二
地
区
を
対
象
と
し
た

①
上
尾
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
②
上

尾
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

▼
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間　
１
月
17

日（
金
）～
31
日（
金
）午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
・
意
見
書
の
提
出
先　
ま
ち

づ
く
り
計
画
課（
市
役
所
５
階
、
〒
３
６

２
―８
５
０
１
本
町
３
―１
―１
）

※
都
市
計
画
案
は
１
月
17
日
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
意
見
書
を
提
出
で
き
る
人
は
市
内
に
在

住
の
人
ま
た
は
利
害
関
係
人
で
す
。

※
意
見
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
可
能
で
す

（
31
日
消
印
有
効
）。

﹃
上
尾
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
﹄

有
料
広
告
募
集

西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー　

７
８
１
―９
１
４
１

　

７
８
１
―９
１
６
６

　
平
成
26
年
７
月
１
日
～
平
成
27
年
６
月

30
日
の﹃
上
尾
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
﹄

（
６
月
に
配
布
予
定
）に
掲
載
す
る
有
料
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

▼
枠
数　

64
枠
／
市
内
４
地
域
別
に
作

成
、
１
面
に
３
カ
月
分
の
収
集
予
定
を
掲

載
し
、
１
面
ご
と
に
広
告
は
４
枠

▼
掲
載
位
置　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
下
段
で
市

が
指
定
し
た
位
置

▼
色
・
規
格
・
掲
載
料　
４
色
刷
り
・
縦

35
×
横
99
㍉
・
５
万
円　
※
同
じ
地
域
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
最
大
で
４
枠
ま
で
掲
載
可

能
で
す
。
複
数
の
枠
で
広
告
を
掲
載
す
る

場
合
は
、
２
枠
目
は
４
万
５
千
円
、
３
枠

目
は
４
万
円
、
４
枠
目
は
３
万
５
千
円
に

な
り
ま
す
。 

▼
掲
載
で
き
な
い
も
の　
法
令
な
ど
に
違

反
す
る
も
の
や
、
政
治
・
宗
教
性
の
あ
る

も
の
な
ど
、
市
の
発
行
物
の
広
告
と
し
て

不
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の  

▼
申
し
込
み　

２
月
28
日（
金
）ま
で
に

﹁
上
尾
市
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
﹂（
西
貝

塚
環
境
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
西
貝
塚
環
境
セ

ン
タ
ー（
西
貝
塚
35
―１
）へ

⇨上尾市観光協会（ 775－5917 ・ 77５－5024）

　市制施行55周年とあげおフィルムコミッショ
ン創立₅周年を記念して﹁あげお映画祭﹂を開催
します。
　₁日券で当日上映される映画が₂本見られま
す。また上映作品に関する販売や展示、パフォー
マンスも行います。
▶とき　₂月₈日（土）・₉日（日）
▶ところ　上尾市文化センター中ホール
▶チケット（₁日券）の販売　前売り券／₁月１０
日（金）から文化センター、上尾市コミュニティ
センター、上平公園、瓦葺ふれあい広場、情報・
賑わい発信ステーション﹁あぴっと！﹂、上尾市
観光協会で販売　当日券／当日、文化センター
﹁あげお映画祭﹂受付で販売
▶料金　前売り・当日券共500円　※１本の鑑
賞でも料金は同じです。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

₂月₉日（日）
午前１０時 開場

　　１０時２０分 おもてなし甲冑隊（行田市）
パフォーマンス

　　10時３０分 ﹃のぼうの城﹄上映（145分）
午後１時４５分 ﹃百万円と苦虫女﹄上映（121分）

　　₄時 ﹃百万円と苦虫女﹄タナダユキ
監督トークショー（３０分）

₂月₈日（土）
午前１０時 開場
　　１０時２０分 開会式

　　10時３０分
思い出の映画
﹃幸福の黄色いハンカチ﹄上映
（１０８分）

午後１時 ﹃この空の花﹄上映（160分）

　　₄時 ﹃この空の花﹄大林宣彦監督
トークショー（６０分予定）



8

消
防
出
初
式

消
防
本
部
総
務
課　

７
７
５
―１
５
０
０

　

７
７
５
―２
２
３
０

▼
と
き　
１
月
13
日（
祝
）午
前
10
時
～
11

時
30
分（
雨
天
中
止
）

▼
と
こ
ろ　
市
消
防
本
部
・
東
消
防
署　

▼
内
容　
消
防
車
両
と
消
防
職
・
団
員
の

行
進
、
市
長
の
年
頭
訓
示
、
消
防
署
訓
練

展
示

﹁
上
尾
市
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画（
案
）﹂へ
の

意
見
を
募
集

ま
ち
づ
く
り
計
画
課　

７
７
５
―７
６
２
９

　

７
７
５
―９
８
７
２

　
自
転
車
施
策
に
総
合
的
に
取
り
組
む
た

め﹁
上
尾
市
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
﹂を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　
１
月
20
日（
月
）～
２
月
14

日（
金
）

▼
基
本
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場

所　

ま
ち
づ
く
り
計
画
課（
市
役
所
５

階
）、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１

階
）　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い　
内
容
を
検
討

し
、
計
画
策
定
の
参
考
に
す
る　
※
住
所

や
氏
名
な
ど
、
個
人
が
特
定
で
き
る
内
容

を
除
き
、
頂
い
た
意
見
と
市
か
ら
の
回
答

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

▼
提
出
方
法　

意
見
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
直
接
か
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ま
ち
づ
く
り
計
画
課

（
〒
３
６
２
―８
５
０
１
本
町
３
―１
―１
、

s351000@
city.ageo.lg.jp

）へ

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
変
更

こ
ど
も
支
援
課　

７
７
５
―６
８
１
９

　

７
７
４
―５
３
４
２

　
現
在
こ
ど
も
医
療
費
を
受
給
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
受
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人
は
、
平
成
26
年
１
月
１

日
以
降
、
こ
ど
も
医
療
費
以
外
の
受
給
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
同
じ
く
１
月
１
日
か
ら
、
入
院
時

の
食
事
療
養
費
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
、

こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
は
助
成
対
象
外

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
は

負
担
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
に
そ

れ
ぞ
れ
変
更
に
な
り
ま
す
。

﹁
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
﹂未
登
録
者
は
申
請
を

障
害
福
祉
課　

７
７
５
―５
１
２
３

　

７
７
６
―８
８
７
２

　

医
療
機
関
で
診
療
な
ど
を
受
け
た
場

合
、
各
種
医
療
保
険（
介
護
保
険
を
除
く
）

の
自
己
負
担
分
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
対
象　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
／
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
②
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
③
65
歳
以
上

で
次
の（
ア
）～（
ウ
）の
い
ず
れ
か
の
障
害

に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る

障
害
認
定
を
受
け
て
い
る（
ア
）国
民
年
金

法
障
害
等
級
１
・
２
級（
イ
）身
体
障
害
者

手
帳
４
級
の
一
部（
音
声
・
言
語
機
能
障

⇨まちづくり計画課（ ７７5－7629 ・ ７７5－9872）

街渠ブロック

車
道

街渠ブロック

歩
道

歩
道

青ライン

サイン

外側線 青ライン外側線

※実際は
　青です

上尾平方線の自転車レーン整備工事

　２月上旬（予定）から上尾平方
線（市民体育館通り）で、自転車
レーン整備工事が始まります。
　この工事は、車道の路肩（幅２．０
㍍）部分に青色の線（幅45㌢）と自
転車マークなどの路面表示で自転
車通行帯を整備するもので、自転
車走行車線を明確にして、歩行者
と自転車を分離します。
　今年度は、富士見橋から上尾
道路までの約１，４００㍍区間で、
車道の両側を
整備します。

【イメージ図】

ア
ッ
ピ
ー

ＪＲ高
崎
線

富士見小

今泉小

西中
鴨　川

大谷中

市民体育館大型
ショッピング
センター

はな
みず
き通
り

上尾
平方
線

（市民
体育館

通り）

県道
川越
上尾
線

↑至桶川

至
大
宮
↓

上尾駅

国道１７号
（上尾道路）

富士見橋

Ｎ

【整備区間】

自転車レーン整備工事
路線延長＝1,400㍍

前回の消防出初式
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　輝かしい平成26年の新春を迎え、謹んで新年のお
慶びを申し上げます。また昨年中は、本市行政に対
しまして温かいご支援とご協力を賜り、心からお礼
申し上げます。
　さて昨年を振り返りますと、スポーツ界からうれ
しい話題が相次いだ１年でした。とりわけ日米通算
4,000本安打という大記録を打ち立てたイチロー選
手の偉業には、野球ファンの一人として大変感動を
覚えましたが、試合後の会見は、その大記録をより
印象深いものにさせました。“8,000回以上の悔しさ
が誇り”だと言う天才の、大記録達成の裏側に隠さ
れた地道な努力と、おごることのない貪欲な姿勢が
垣間見えた一幕でした。
　そして何といっても﹁2020年夏季オリンピック・
パラリンピック﹂の開催地が東京に決定した₉月、
日本中が久しぶりに歓喜に沸いた一瞬でした。海外
から日本へ来る観光客が年間1,000万人を突破する
今日、本市でも世界各国のお客さまに誠心誠意の“お
もてなし”ができる魅力ある街づくりを、今年の干
支﹁馬﹂が“走”るがごとく一段と加速させなければな

りません。そういった意味でも、私は今年のテーマ
を漢字一文字で「走」としました。
　一方、県内にも甚大な被害をもたらした竜巻や、
多くの方が犠牲になった伊豆大島の土石流災害は、
改めて我々に自然災害の脅威を痛感させ、₃ ･11の
教訓をあらためて問われた出来事となりました。
　本市は昨年、市制施行55周年という節目の年を迎
えました。次代につなぐ60年、65年、そして100年
への第一歩を踏み出す今年、平成元年以来25年ぶり
となる大規模な行政組織の再編を行います。この組
織再編では﹁利便性の向上﹂﹁子育て・福祉に特化し
た福祉部門の推進﹂﹁スピーディな意思決定と重複事
務の解消﹂を大きな柱に据え、機能的かつ効率的
な市民サービス体制を整えます。この取り組みは、
私が掲げたマニフェストの一つである﹁省きます！
さらなるコスト削減。﹂を具現化させるものです。
　また老朽化した公共施設の更新問題をはじめ、中
長期的な取り組みを必要とする政策課題がありま
す。厳しい財政状況ですが﹁上尾に住んで良かった﹂
と思っていただける街づくりを推進し、市民の皆様
と思いを共有しながら、諸課題に取り組んでいきた
いと決意を新たにしているところです。
　市民の皆さまには、市政発展のため、一層のご支
援ご協力を賜りますようお願い申し上げますととも
に、今年一年が皆様にとって、健やかで実り多い年
でありますよう祈念申し上げまして、年頭のご挨拶
といたします。　

輝かしい新春を迎えて
市長　島 村　　穰

害
、
下
肢
障
害
の
一
部
）（
ウ
）精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

※
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
登
録
と

な
っ
て
い
た
人
で
前
記
の
①
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
、
１
月
か
ら
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
上
尾
市
以
外
の
市
区
町
村
か
ら
援
護
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
の
給
付
を
受
け
て
い

る
人
、
埼
玉
県
以
外
の
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
の
給
付
を
受
け
て
い
る
人

を
除
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
、

健
康
保
険
証
、
本
人
名
義
の
預（
貯
）金
通

帳
の
口
座
番
号
が
分
か
る
物
を
用
意
し

て
、
直
接
障
害
福
祉
課（
市
役
所
２
階
①

番
窓
口
）へ　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
き
ま
す
。

▶職種・採用予定人数　保健師／１人、保育士／若干名　※ 受験資格
など、詳細は市ホームページまたは受験案内をご覧ください。
▶試験内容　公務員として必要な知識について、活字印刷文による教養
試験・作文試験・専門試験、性格適性検査を行います。
▶試験日　第一次試験　1月26日（日）　※試験時間と会場は ､ 申込時に
お知らせします。なお二次試験は、第一次試験合格者を対象に実施します。
▶申し込み　申込書に証明書用写真（縦₄×横₃㌢）₂枚を貼り付け
て、₁月₉日（木）～１４日（火）の午前₉時～午後₄時（土・日曜日、祝日
を除く）に受付場所へ
※受付場所は、市ホームページまたは受験案内をご覧ください。
※申込書（受験案内）は職員課（市役所₄階）、各支所・出張所、図書館
本館にあります（市ホームページからダウンロードも可）。

　市内の催しや行事、祭りや文化・スポー
ツイベントなど、にぎわいの様子や市民活
動を取材し﹃広報あげお﹄に掲載したり、地
域の話題や身近な出来事などを情報提供し
たりする市民記者﹁まちかど特派員﹂を募集
します。
▶任期　₄月～平成２７年₃月
▶対象　₄月１日現在、市内に₆カ月以上
居住している20歳以上の人
▶募集人数　₆人（選考）
▶内容　①﹃広報あげお﹄の﹁まちかど特派員
だより﹂（年₂回、12・13ページ参照）の記事
作成　②地域の話題などの情報提供　③ま
ちかど特派員会議への出席（年₃回程度）　
④広報誌取材協力
▶謝礼　12,000円以内
▶申し込み　はがきかファクスまたはメー
ル（ s55000@city.ageo.lg.jp）に 住 所、 氏
名（ふりがな）、生年月日、性別、職業、電話・
ファクス番号、市内居住期間、応募の動機
を簡潔に記入して、₂月14日（金）まで（必着）
に広報課（〒362－8501本町3－1－1）へ

⇨職員課（ ７７5－5112 ・ ７７5－9819）

⇨広報課（ ７７5－4918 ・ ７７6－8873）

平成26年₄月採用予定　市職員を募集

一緒に広報を作りませんか？

﹁まちかど特派員﹂募集
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　公的年金等の収入金額の合計額
が400万円以下であり、かつ、公的
年金等に係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下の場合には、所得
税の確定申告は必要ありません。
　詳しくは、最寄りの税務署に問
い合わせてください。
※所得税の確定申告が必要ない場
合でも、市・県民税の申告が必要
な場合があります。所得控除（社会
保険料控除、生命保険料控除など）
を追加することで、平成25年度の
市・県民税が減額されることがあ
ります。
※上記の場合でも、所得税の還付
を受けるためには、確定申告書を
提出する必要があります。また確
定申告書の提出が要件になってい
る控除（純損失や雑損失の繰越控除
など）の適用を受ける場合には、確
定申告書の提出が必要になります。

 

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は　
　
　

  

　
毎
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
１
年
間

に
生
じ
た
全
て
の
所
得
の
金
額
と
、
そ
の
所

得
に
対
す
る
所
得
税
の
額
を
計
算
し
、
翌
年

に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収

（
給
与
や
年
金
な
ど
か
ら
の
天
引
き
）さ
れ
た

税
金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金
な
ど
と

の
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。

 

確
定
申
告
が
必
要
な
人　
　
　
　

  

　
平
成
25
年
分（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）

の
所
得
金
額
の
合
計（
総
所
得
金
額
）が
所

得
控
除（
基
礎
控
除
な
ど
）を
超
え
る
場
合

で
、
そ
の
超
え
る
額
に
対
す
る
税
額
が
配

当
控
除
額
と
年
末
調
整
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
額
と
の
合
計
額
を
超
え
る
人

は
、
原
則
と
し
て
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
勤
務
先
で
給
与

所
得
の
年
末
調
整
を
受
け
た
人
で
、
給
与

所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20

万
円
以
下
で
あ
る
な
ど
、
一
定
の
条
件
の

場
合
に
は
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
※
市
・
県
民

税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

 

復
興
特
別
所
得
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た　

　
平
成
25
年
～
49
年
分
の
各
年
分
は
、
所

得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別
所
得
税
の
申

所得税の確定申告はお早めに平成
2５年分

【所得税の確定申告などの問い合わせ・郵送先】
■上尾税務署（〒362-8504西門前577）
⇨代表電話番号（ 770－1800〈自動音声案内〉）
※音声が流れますので、用件の内容に応じた
番号を選んでください。

2月１７日（月）～3月１７日（月）
平成2５年分所得税の確定申告受け付け

※還付申告は₁月₆日（月）からです。

期
　
間

基本的な所得税の
計算方法

（総所得金額〈₁年
間の収入金額から
必要経費などを差
し引いた金額〉－所
得控除〈基礎・社会
保険・生命保険料
控除など課税所得
から控除されるも
の〉）×税率＝所得
税

告
・
納
付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年
分
の

基
準
所
得
税
額（
原
則
と
し
て
、
そ
の
年

分
の
所
得
税
額
）に
２
・
１
㌫
の
税
率
を

掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

 

所
得
税
の
還
付
申
告
と
は　
　
　

  

　
確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
が
計
算
し
た
税
金
の
額
よ

り
多
い
と
き
は
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
納
め
過
ぎ
の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
申
告
を
還
付
申
告
と
い
い
ま

す
。
主
に
次
の
①
～
④
の
よ
う
な
場
合
に

還
付
申
告
で
き
ま
す
。

①
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い（
給
与
所
得
者
）

②
所
得
控
除（
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保

険
料
控
除
な
ど
）を
追
加
す
る
も
の
が
あ
る

③
一
定
額
以
上
の
医
療
費
を
支
出
し
た

④
一
定
の
要
件
の
住
宅
の
取
得
な
ど
で
、

住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
る

■
申
告
に
必
要
な
も
の

◦
平
成
25
年
分
給
与
所
得
・
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

◦
印
鑑（
認
め
印
可
）

◦
筆
記
用
具
、
計
算
用
具

◦
還
付
金
を
受
け
取
る
口
座
の
金
融
機
関

名
・
支
店
名
・
口
座
番
号（
申
告
者
名
義
）

が
分
か
る
物

◦
配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票（
配
偶
者
に

パ
ー
ト
収
入
な
ど
が
あ
る
場
合
）

◦
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類（
次
の
①

～
④
で
該
当
す
る
物
）

①
年
金
受
給
者
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い
人（
年
の
中
途
で
退
職
し
た
人
な
ど
）

○
社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
、
国
民

年
金
な
ど
）の
支
払
額
が
分
か
る
物

※
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
は
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
ま
た
は

領
収
証
書
が
必
要
で
す
。

○
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
所
得
控

除
証
明
書

②
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

公的年金等を
受給している人へ



市 政
ニュース
市 政
ニュース

11 広報 2014年₁月号 No.958

⇨上尾商工会議所（ 773－3111 ・ 775－9090）⇨関東信越税理士会上尾支部（ 776－8777 ・ 776－8322）

①個別決算指導
▶とき　₂月12日（水）・13日（木）午前₉時30分～11時30
分、午後₁時30分～₃時30分
②納税相談
▶とき　₂月25日（火）・26日（水）、₃月10日（月）・11日（火）
午前₉時30分～11時30分、午後₁時30分～₃時30分

【①②共通】
▶ところ　上尾商工会議所₃階大会議室（二ツ宮750）
※会場が上尾市文化センターに変更になる場合があります。

▶とき　₂月１日～1５日（土・日曜日、祝日を除く）
▶ところ　市内の各税理士事務所
▶内容　少額な税務相談と申告書の作成
▶対象　
①年金受給者
②給与所得者で医療費控除を受ける人
③年の途中で退職または就職した人　など
▶申し込み　午前₉時30分～午後₄時に電話で上尾支部事
務局へ

○
平
成
25
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書（
事
前
に
個
人
や
病
院
ご
と
に
集
計

し
、
明
細
書
を
作
成
し
て
お
く
）

○
健
康
保
険
や
生
命
保
険
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
書
類

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人

○
申
告
者
本
人
の
住
民
票
の
写
し（
平
成

26
年
１
月
１
日
以
降
交
付
の
物
）

○
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書

○
売
買
契
約
書
ま
た
は
工
事
請
負
契
約
書

の
写
し

○
借
入
先
の
金
融
機
関
な
ど
が
発
行
し
た

﹁
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
等
証
明
書
﹂

※
住
宅
ロ
ー
ン
に
含
ま
れ
る
敷
地
な
ど
の

購
入
の
ロ
ー
ン
の
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
敷
地
な
ど
の
登
記
事
項
証
明
書
と
売

買
契
約
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

※
増
改
築
の
場
合
は
、
建
築
確
認
済
証
か

検
査
済
証
の
写
し
、
ま
た
は
建
築
士
か
ら

交
付
を
受
け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書
が

必
要
で
す
。

④
寄き

附ふ

金
控
除
・
寄
附
金
特
別
控
除
を
受

け
る
人

○
寄
附
し
た
団
体
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

た
寄
附
金
受
領
証
な
ど

※
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
な
ど
の
確
認
印
が
あ
る
寄
附
金

（
税
額
）控
除
の
た
め
の
書
類
が
必
要
で
す
。

※
被
災
自
治
体
へ
の
寄
附
金
や
日
本
赤
十

字
社
や
中
央
共
同
募
金
会
な
ど
に
義
援
金

と
し
て
寄
附
し
た
場
合
は
、
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
申
告
の
時
に
、
一

定
の
書
類（
募
金
団
体
か
ら
交
付
さ
れ
た

受
領
証
、
預
か
り
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

 
申
請
書
の
作
成
は﹁
確
定
申
告
書
等�

 

作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂が
便
利
で
す
！�

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同
コ
ー
ナ
ー

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
だ
け
で
、
自
動
計
算
で
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作

成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
郵
送
な
ど

で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
電
子
証
明
書
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
が
あ
れ
ば
、
ｅ
―Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し

て
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
申
告
書
や
記
載
例
な
ど
は
、
１
月
上
旬（
予

定
）か
ら
市
民
税
課(

市
役
所
２
階)

、
各
支

所
・
出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。

 

所
得
税
還
付
申
告
の�

 

臨
時
受
付
会
場
を
開
設�

　
所
得
税
還
付
申
告
の
上
尾
市
の
臨
時
受

付
会
場
を
下
表
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

臨
時
受
付
会
場
で
申
告
が
で
き
る
の
は

﹁
確
定
申
告
書
Ａ
﹂（
申
告
す
る
所
得
が
給

与
・
雑〈
年
金
な
ど
〉・
配
当
・
一
時
所
得

だ
け
）を
使
用
す
る
人
で
す
。

※
事
業
・
不
動
産
・
分
離
課
税
所
得
な
ど

が
あ
り﹁
確
定
申
告
書
Ｂ
﹂を
使
用
す
る
必

要
が
あ
る
人
や
、
新
た
に
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
上
尾
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

記
載
例
な
ど
を
参
考
に
し
て
自
分
で
記

入
・
作
成
す
る﹁
自
書
申
告
﹂に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

 
市･

県
民
税
申
告
書
を
郵
送�

　
前
年
度
に
市･

県
民
税
申
告
書
を
提
出

し
た
人
な
ど
に
２
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
申
告
の
日
程
な
ど
詳
し
く
は﹃
広
報

あ
げ
お
﹄２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
⇨
市
民
税
課（

７
７
５
―５
１
３
１
・

７
７
５
―９
８
４
６
）

【表】所得税還付申告の臨時受付会場
と　　き ところ 対象地区

₂月₆日（木）・
₇日（金） 午 前 ₉

時30分～
午後₃時
30分

上尾市
コミュニティ
センター

JR 高崎線
の西側地域
に在住の人

₂月1３日（木）・
1４日（金）

上尾市
文化センター

JR 高崎線
の東側地域
に在住の人

※上記の日程について詳しくは、市民税課（ 775－5131）
に問い合わせてください。
※所得税還付申告は、₁月₆日（月）から上尾税務署（案内
図参照）でも受け付けます。

青色申告者対象の個別決算指導と納税相談税理士による無料税務相談

上平
小学校

上尾税務署

↑
桶
川

大
宮
↓

県
食
品
流
通

セ
ン
タ
ー

J
A
あ
だ
ち
野

上
平
支
店

北
上
尾
駅

国
道
17
号

旧
中
山
道

大型ショッピングセンター

県道上尾久喜線

芝川
小学校

久保 
交差点 

久保西
交差点

県上尾
地方庁舎

J
R
高
崎
線

【税務署案内図】


